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A CASE OF IMMATURE TERATOMA OF  THE 

TESTICLE METASTASIZING AS COMPLETELY 

         MATURE TERATOMA 
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 (Director: Prof M. Akimoto)

    A case of immature teratoma of the testicle metastasizing as completely mature terato-

ma is presented. 

    A 23-year-old man underwent right inguinal  orchiectomy for an immature teratoma of 

the testicle on September 14, 1982. At retroperitoneal lymphnode dissection, 12 lymphnodes 

were removed, all of which were negative for cancer. He was well until March 1983, when 

bloody sputum and left chest pain occurred. Since full lung tomography revealed two 

pulmonary nodules, he was treated with a course of VP-16 and three courses of vinblastine, 

bleomycin and CDDP. In September  1983, after completion of the combination chemo-

therapy, the two pulmonary nodules were noticed to be slightly enlarging. A thoracotomy 

was scheduled to remove these nodules, since they were believed to be his only remaining 

tumors. Pathologic examination of the extirpated nodules disclosed completely benign 

teratoma. Mediastinal lymphnodes had no metastatic involvement histologically. 

   It is our intention in this paper to emphasize, by means of several case reports, the 

frequently benign nature of these residual lesions and also to emphasize a recently recognized 

phenomenon—the apparent induction of benign teratomas by this intensive chemotherapy. 

Key  words  : Benign transformation of testicular tumor

緒 言

睾丸胚細胞性腫瘍の転移巣が成熟 型奇形腫にな る現

象に関す る報告が欧米 で最近増加 してい るが1、6),本邦

では まだその報告が少 ない7～9)一われわれは最近,原

発巣が未熟 型奇形腫 であ り,肺 転移巣に対 し化学療法

施行後に摘除 した ところ成熟型奇形腫であ った症例 を

経験 したので,若 干の考察を加 え報告す る。
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患 者=坪 ○ 登,男,23歳

初 診11983年4月14日

主 訴:血 疾,左 胸 痛

例
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家族 歴:既 往 歴:特 記す べ きこ と はな い.

現病 歴:1981年11月,右 陰 嚢 内 容物 の有 痛 性 腫 大 に

気 付 い たが 放 置.1982年9月 の初 旬,疹 痛 著 明 とな り,

近 医受 診 し睾 丸 腫 瘍 の 診 断 に て 同年9月14日 右 高 位 除

睾 術 と後 腹 膜 リ ンパ 節 廓 清術 を受 け退 院.1983年3月

に 両 肺 へ の転 移 を指 摘 され,OK-432,PSK,cytara-

bineな どで 治療 を受 け てい た が,丸 山 ワ クチ ンを 希

望 し当科 を受 診 した.

初 診時 現症1体 格 栄 養 は 中 等度 で,表 在 リ ンパ 節 は

触 知 しな い,結 膜 に 黄 疸 ・貧血 な く胸 部 は 打 聴 診 上 異

常 な い.右 下 腹 部 に 後 腹膜 リンパ節 廓清 術 と高 位 除 睾

術 に よる 手術 搬 痕 を 認 め る が,触 診 上 腹 部 に 異 常 所 見

は な い.

入 院時 検査 所 見(血 液)白 血 球4,700/mm3,赤 血

球530×104/mm3,ヘ モ グ ロ ビ ン16.59/dl,ヘ マ トク

リ ノ ト48.3%,血 小 板30.2×104!mm3,GOTI2

u/l,GPT14u/l,LDHI82u/l,A1-P80u/1,尿 素

窒 素IImg/dl,ク レアチ ニ ン1。1mg/dl,Na140

mEq/1・,K4・6mEq/L,cllo2mEq/L,AFP9.6

ng/ml,β 一HcGo・46ng/m1,cEA2.9ng/ml,血

沈2mm/hr,(尿)PH6,比 重1.020,蛋 白(一),糖

(一),潜 血(一),沈 渣:正 常 範 囲.

X線 所 見 ・胸 部単 純 写 真,全 肺 野 断 層 撮影 に て 右

S4b,左S3bに それ ぞれ2.6×2.8cm,3.9×2.9cm

の 腫瘤 陰影 を認 め た.CTscanningに て脳,肝,縦

隔 リンパ節,後 腹 膜 リ ンパ 節 に 転 移 巣 な く,右S4b,

左S3bの 腫 瘤 が再 確認 され た.

入 院後 経 過:睾 丸 腫 瘍 肺 転 移(stage皿b)の 診 断

で,1983年4月25日 か らVP-16200mgを 連続5日

間 内服 させ た と ころ 血 疾,左 胸 痛 は 消 失 した が,右

S4b,左S3bの 腫 瘤(Fig.1)は 縮 小傾 向 を 認 め なか

った の で,同 年5月15日 か らEinhornetal.10)の

regimenに した が いPVB療 法 を3コ ー ス施 行 した

(Fig.2).PVB療 法 終 了後,右S4b,左S3bの 腫

、擁 調

物 』、名

Fig.IChestplainfilm:residualpulmonary

nodulesafteracourseofVP_16

Date(1983)

Therapy

27/v10/v[24/v【

口CDDPI75・ ・

閉VBL24・ ・

■8LM3。 ・・

8/町 22畑 5/皿19/皿2/K16/以

口CDDP150・ □CDDP150・

閉VBL12・ ・ 舅VBL12・

■ ■ ■ ■ 曜 ■
30mg30田 巳30mg30面 日30団g30mg

Extirpation

且

30/1x

X・P

WBC

(/mrni)

oザ ㎜
26x28mm

6000

4000

2000

斑強ゼ
30x28mm2gx31mm

32×36m面

賄 鵡
32×34mm

24hrs,Ccr,
(e/day)

F三9.2Clinicalcoursc



奥村 ・ほか:聖 丸未熟型奇形腫 ・成熟型奇形腫 685

」

誌

駕 ラ
、σ

・.:じ㌧

∴'歪」,ら
∵ ∵ 憶.、

σ

負 ・

,'し=・.ぶ,

,.弓 、 、'・ 。㌔'

.!./.9.・ う

・～
.'.'σ 」 ・・で 炉き

り の ロロ ち
ロ

鍵

.'翻 雲 ・』灘 灘

.襲欝{

,熱薫麟 幾
なジ観躍 蓑蜜緩 ξ三髪凝観

1'

1馨騨1

…馨篠 灘 『
㌧ ・'・ 、7"t,.;陰.'礁.P「亀,

●硫 、,

6・ ・G.ゆ ξ 、 鴨 つ 曙'

書
.黙 ・1

蕪
'新

雛灘
1讃鐵1

激...

',' .8

・酵黙1

饗髪藩譲1暴纏' "繁

匁舗 鱒 　 一 。.総1/
雍/籔:〆 撒.診.〕 イニ・ ・鰐 ガ.為 。■

¶「 ワ ・「 ・ 』

区 コ
・ 曾 駕

.8

勲 唇 ≧.'醜

Ifr。i'6五

.誉 臼

=8

0●

め

属

8
ヨ
で

自

め
讐

書

且

彫
掃

臼
o二

語

も

8
遭

葺
口昏

ぢ
o

αら'

め

蔵

馨難 鑑 ㌔ハ
饗瑚 簸 躍慨

マ 　ノグ を らハ サレ ぼ 　

≧猫 ・.

建 ・

縫
':毎鴨'

、 砲r'ブ'も

澱 響 .
y.

卜'
.'z.

`.

1▼

・=雫 庵
　

聯 嶽 ・

簿'為

藤熱叢1
サ

、報 ・・謬 議 諺

'・・』・ 號'辮 ξ窪

職購
・難1



686 泌尿紀要30巻5号1984年

瘤陰影 は,そ れぞれ3.2×3.4cm,3.2×3.6cmと 増

大傾 向を示 したので,転 移性肺腫瘍摘除術 目的 で当院

胸部外科へ転科 した.同 年9月13日,胸 骨正中切開に

て開胸 し,臓 側胸膜直下に存在 している右S4bと 左

S3bの 腫瘤 を摘除 し,縦 隔 リンパ節 廓清術 も施行 した.

摘除腫瘤 の肉眼的所見:右S4b,左S3bの 腫瘤は

それ ぞれ2.5×3.Ocm,3.5×3,3cmで あ り,軟 骨様

硬度を有 し表面は凹凸不整 であ った.割 面(Fig.3)

を見 る と,軟 骨様組織が蜂巣状に分枝 し,島 状に 白色

のゼ ラチ ン状物質の存在が認 め られた.

組 織学的所見:原 発巣の主体は軟骨組織 と平 滑筋で

構成 され,軟 骨細胞は細胞 相互 の境界が不明瞭(halo

の形成 の欠如)で あ り未熟型軟骨組織の像を呈 してい

た(Fig.4).そ の周囲を間葉細胞が取 り巻 き,こ の間

葉細 胞が軟骨細胞に移 行す る潜在性を有 していること

が示 唆された.ま た一層 の高 円柱細胞が形成す る成熟

した腺 管構造が多数認め られ たが,一 部に核が大 き く

細胞質が密 で腺管形成 を認め る胎児性癌 と判断 され る

部位が観察 された(Fig.5).後 腹膜 リンパ節,縦 隔 リ

ンパ節には組織学的に転移 は見 当た らなか った.転 移

巣(Fig.6)に おいては,好 塩基性の細胞質を有 し,

haloの 形成 が 認め られ る成熟型軟骨組織が主体であ

り,と ころ どころに低 円柱性 の成熟 した腺管が散在 し

ていた.悪 性像は まった く認め られなか った.

術後経過1開 胸術30日 後に患者は退院 した.現 在術

後8ヵ 月経過 しているが再発 な く,外 来に て観察中で

ある.

考 察

1組 織学的考察

分化 した奇形腫は通 常外胚葉由来の組織 であ る扁平

上皮 や神経組織 と,内 胚葉 由来の組織である消化器,

呼吸器,泌 尿生殖器成 分および中胚葉由来 の組織 であ

る骨,軟 骨,筋,リ ンパ組織 とで構成 され ている1D.

もっ とも頻繁にみ られ る組織学的所見 としては前述 し

た組織が嚢胞 の壁に存 在 した形態を とっている11).

睾丸胚細胞性腫瘍 が多分化能を有する とい う事実が,

1個 のマウス胎児性癌 から分化 した さまざまの組織を

持つ奇形腫を作 りうることに よ り証明され た旦2).また

マ ウス可移植性奇形癌 か ら幾 多のclonalcellIineが

作製 され てい る.こ のマウスの 奇形癌はinvivoお

よびinvitroに おいて分化が 可能で,分 化 した組織

は奇形腫の単一成分 であった り,数 種類 の成分 であ っ

た りす るとされている13"16'.こ れ らの 分化 した 組織

は,ノ イ ロγ,神 経膠,平 滑筋,骨 格筋,心 筋,軟 骨,

骨,扁 平上皮,線 維芽細胞,脂 肪織,色 素細胞,間 葉
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上 皮,腺 上 皮 で あ った と報 告 され て い る13-16).

2.ヒ ト睾 丸 胚 細 胞 性腫 瘍 の良 性 転 化 に 関 す る考 察

ヒ トの睾 丸 胚 細 胞 性 腫瘍 は,多 分 化 能 を もつ 細 胞 が

腫 瘍 化 した もの で あ る と考 え られ て お り,Dixonand

Moorel7)はFig.7の ご と く睾丸 胚 細 胞 性 腫 瘍 のhi-

stogenesisを 述 べ て い る.精 上 皮 腫 は 胚 細 胞 が そ の ま

ま腫 瘍 化 し た もの で あ り,い っぼ う,胚 細 胞 がpar-

thenogenesisに よ りtotipotentialcellと な り,こ

のtotipotentialcellが 腫 瘍 化 した もの が 胎 児性 癌 で

あ り,さ らにtotipotentialcellがtrophoblastic,

somaticな 方 向 へ腫 瘍 化 した もの が そ れ ぞ れ 絨毛 癌,

奇 形 腫 で あ る と説 明 して い る.

この 仮 説 は 睾丸 胚 細 胞 性 腫 瘍 の40%が 単 一組 織 型 で

な い こ と12),転 移 部 位 が 原 発 巣 と異 った組 織型 に な っ

て いる こ とが まれ では ない こ と11・17),成 人 の成 熟 型 奇

形 腫 で も転 移 に よっ て死 亡 す る こ とが あ る こと11・ls),

睾 丸成 熟 型 奇 形 腫 の転 移 部 位 もま た成 熟 型 奇 形 腫 であ

った 例19・20)の存 在 と よ く符 合 す る.

DixonandMooreの 仮 説 に も とづ き,自 験 例 を

考 え て み る.患 者 が 右 睾 丸 の 腫 大 に 気 付 い て か ら高 位

除 睾 術 を 受 け るま でに10ヵ 月,両 肺 へ の 転移 を指 摘 さ

れ てか ら転移 性 肺腫 瘍 の摘 除 を 受 け るま で に6ヵ 月 経

過 して い る こ と か ら,原 発 巣がtotipotentialcell

か ら大 部 分 が未 熟 型 奇 形 腫 と成 熟 型 奇 形腫 に,一 部 分

が 胎 児 性 癌 とな り,か つtotipotentialcellが 肺 へ 転

移 し6ヵ 月 の 間 に成 熟 型 奇 形 腫 に 分 化 した と想 像 で き

る.現 在 化 学療 法や 放 射 線 療 法 に よ る転移 巣 の良 性 転

化 の報 告 ト9)が 増 加 して お り,こ の 原 因 に 関 し4通 り

の考 え 方 が示 され て い る.

(1)化 学療 法 ・放 射 線 療 法 に よ り長 期 生存 例 が 増 加

した た め,悪 性 細 胞 が 分 化 して い く過 程に 要 す る時 間

的 余 裕 が で きた,

② 良 性 転 化 の認 識 が 高 ま り,化 学療 法 ・放 射 線 療

法 後,転 移 巣 の積 極 的 な外 科 的 摘 除 が 施 行 され る よ う

に な った.
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…e・e・・e1醐 ・N諜;藷 慧1
TyPesef◎perati》eFindings

Terato鵬aFibrosis幽ScarrlngCancer

Eithornetal,1ndiam

Brackenetal.M,D.Anderson

Garnick

V㎎rinetal.

SicheyFarber

Memorial・SKo

Stotereta1.Nether「ands

Peckhametal.RoyalMarsden

Besleta「.

Samsonetal,

Total

Mianeseta

SWOG"

61

50

38

37

1ア

15

5

18

24(40%)

11(22%)

14(31%)

8(21.5%)

t(5%)

2(T3%)

1(20%)

5(28%)

15

21

13

18

13

9

3

3

22

18

目

11

3

4

1

10

24166(2ア.4%)95(39.4%)80(33.2%)

*Memorial-SloanKetteri㎎.

**SouthwestO「lcologyGroup,

(3)化 学療法 ・放射線療法に よ り選択的に悪性細胞

の破壊がおこ り,分 化 した組織のみが残 った,

(4)化 学療法 ・放射線療法がなん らかの機序 で分化

促進に働いた.

いずれ も仮説に過 ぎないが,最 近良性転化 とい う現

象が増加 している原因を(1)一(4)の1項 目だけに は求め

えない.未 治療 の転移巣に この現象がみ られた報告2D

を考慮す ると(3)の仮説だけでな く,腫 瘍細胞 自身が治

療 と関係な く分化 している点を考えな くてはならない

ので,(1)の 仮説 も充分 うなずける.ま た化学療法 の発

達 に よ り縮少 した 転移巣 を 外科的 に摘除 しdisease

freeに しよ うとす る認識が高 ま り,こ ういった症例が

増加 しつ つあることも事実 で あろ う22'v24).TableI

は併用化学療法後外科 的に摘 除され た睾丸胚細胞性腫

瘍の転移巣の組織像をVogelzangandStenlundt)

が集計 した ものであ る.こ れに よると転移巣の27.4%e

が成熟型奇形腫であ った,

3.臨 床的意義

進行性睾丸胚細胞腫瘍に対 し充分な る化学療法や放

射線療法を施行 した のに もかかわ らず残存 腫瘤が存 在

する場合は外科 的に摘除 し組織学的検索が必要であ る,

この外科療法 と組織学的検索 の 目的は,残 存す る腫瘍

細胞 の完全摘除 と,良 性転化,壊 死,線 維化症例に対

する転移巣の不必要 な治療 の省略化に ある.Einhorn

etal.22)に よると,腫 瘍が残存 しているか,良 性転化,

壊死,線 維化を来た しているのか をX線 学的に鑑別す

るのは不能であ り,HCGやAFPが 上昇 している症

例 は残存腫瘍 が必ず存 在す るが,tumormarkerが

陰性であ った症例で も50%以 上に残存腫瘍 の存在が認

められ ている.

転移 巣が 充 分 な化 学 療 法 後 に摘 除 されdiseasefrec

とな り,か つ 組 織 学 的 に成 熟 型奇 形 腫 か 壊 死,線 維 化 の

場 合 は予 後 が 良 く,そ の 後 の 化学 療 法 は不 必 要 で あ る

とされ て い る.Einhorneta122).に よ る と31例 中89

%が 長 期 にdiseascfreeで あ り,Honge電aL5)は

12例 中癌 死は1例 もな か った と報 告 して い る.残 存 腫

瘍 が存 在 して いた 場 合 は さ ら に 後 療 法 と してCDDP

を 中心 と した 多 剤 併 用療 法 が必 要 に な っ て くる5・22)

結 語

1.23歳 の睾丸未熟 型奇形腫 の症例に おいて,肺 転

移 巣に対 しVP-16を1,000mg内 服 させ た後,PVB

療法を3コ ース施行 したのに もかかわ らず,肺 陰影 の

縮 小が得 られなか ったので これ を摘除 した ところ,軟

骨組織が中心をなす 良性成熟型奇形腫 であ った1例 を

報告 した.

2.睾 丸胚細胞性腫瘍 の転移巣 の良性転化に関 し組

織学的お よび臨床的意義 を述べ,化 学療法後の残存腫

瘤摘除の必要性 に関 し言及 した.

本論文の内容の要旨は第422回 日本泌尿器科学会東京地方

会(1983年12月)に て発表 した.稿 を終わるにあたり本症例

の転移巣摘除に 御協力を頂いた 本学胸部外科学教室 の 小泉

潔,笹 井巧,武 井裕助手と貴重な症例をお紹介下 さいました

西湘病院外科 ・原敬造先生(小 田原市扇町)に 深謝いたしま

す.

文 献

1)vogeIzangNJandstenlundR:Rcsidual

pulmonarynodulesaftercombinationche一



688 泌尿紀要30巻5号1984年

motherapyoftesticularcancer.Radiology

146:195～197,1983

2)WillisGWandHajduSI:Histologically

benignteratoidmetastasisoftest三cularem-

bryonalcarcinoma:reportoffivecases・Am

IClinPath59:338～343,1973

3)BainsMS,McCormackPM,CvitkovicE,

GolbeyRBandMartiniN:Resultsofcom-

binedchemosurgicaltherapyforpulmonary

metastasesfromtesticularcarcinoma.Cancer

41:850～853,1978

4)MerrinC,TakitaH,WeberR,WajsmanZ,

BaumgartnerGandMurphyGP:Combina-

tionradicalsurgeryandmultiplesequentiai

chemotherapyforthetreatmentofadvanced

carcinomaofthetestis(stage皿).Cancer

37:20～29,1976

5)HongWK,WittesRE,HajduST,Cvjtkovic

E,WhitmoreWFandGolbeyRB:The

evolutionofmatureteratomafrommalig・

nanttesticulartumors.Gancer40:2987～

2992,197フ

6)StechmillerB,WirnikPM,ShinMand

satterfieldJlMetastaticteratocarcinoma

fbllowingchemotherapy。Maturationtoa

masspathologicallyindistingu量shablefroma

mediastinalentericcyst.Ghest69=697～700,

1976

7)吉 田 隆 夫 ・石 橋 道 男 ・長 船 匡 男 ・古 武 敏 彦 ・水 谷

修 太 郎:睾 丸 腫 瘍 の 転 移 に 関 す る考 察 一 後 腹 膜 腫

瘍 の1例 を 中 心 に 一.泌 尿 紀 要23=483～488,

1977

8)小 松 原 秀 一 ・峰 山 浩 忠 ・阿 部 礼 男=睾 丸 悪 性 腫 瘍

の 転 移 巣 が 成 熟 型 奇 形 腫 に 分 化 し た2症 例.西 日

泌 尿44=107～112,1982

9)国 方 聖 司 。井 口正 典 ・栗 田 学:進 行 性 睾 丸 腫 瘍

の 外 科 的 治 療.西 日泌 尿42:997～100ユ,lg80

10)EinhornLHandDonohueJp:cis-diammine一

dichloro-platinum,

mycincombination

seminatedtesticular

87=293～298,1977

11)MostofiFK:

logic,etiolog五C

Gancer32:

vinblast豆ne,andbleo-

chemotherapyindis-

cancer.AnnIntMed

Testiculartumors,Epidemio-

andpathologicfeatures.

1186～1201,1973

12)KleinsmithLJandPierceGB♪Multi一

ロ
potentialityofs量ngleembryonalcarcmoma

cells.CancerResearch24:1544～1551,

1964

13)MartinGRandEvansMJ:Differentiation

ofclonallinesofteratocarcinomacells:

formatiopofembryoidbodicsinvitro。Proc

NatAcadSciUSA72;1441～1445,1975

14)RheinwaldJGandGreenH:

akeratinizingepitheliumin

clonedcelllineder三vedfrom

Cell6=317～330,1975

15)11esSA:Mouseteratomas

FormationQf

culturebya

ateratoma.

andembryoid

bod五es:theirinduct三 〇nanddifferentiation.

IEmbryolexpMorph38=63～75,1977

16)VandenbergSR,HermanMM,LudwinSK

andBignamiA=Anexperimentalmouse

testicularteratomaasamodelforneuroepi-

thelialncoplasiaanddifferentiat三 〇n.1.1・ight

microscopicandtissueandorganculture

observations.AmJpathol79=147～161,

1975

17)DixonFJandMooreRA:Testicu三artu-

mors.Aclinicopathologicalstudy.Cancer

6:427～454,1953

18)PughRcBandsmithJp三Teratoma.Brit

JUro136Suppユe:28～44,1964

19)KediaKandFraleyEE:Adultteratoma

ofthetest三clemetastasizingasadulttera-

toma:casereportandreviewofliterature.

JurQl114;636～639,1975

20)WogalterHandScofieldGF・Adulttera・

tomaofthetesticlcmetastas五zingasadult

teratoma.IUro187:573～576,1962

21)SnydcrRN=Completelymaturepulmonary

metastasisfromtestlcularteratocarcinoma.

Casereportandrev量ewofliterature.Cancer

24:810～819,1969

22)EinhomLH,WilliamsSD,MandelbaumI

andDonohueJp=surgicalresectionindis・

seminatedtest量cularcancerfbllowingche-

motherapcuticcytoreduction.Cancer48:

904～908,198ユ

23)VugrinD,WhitmoreWFJr,SoganiPC,

BainsM,HerrHWandGolbeyRBlCom・

binedchemotherapyandsurgeryintreat咀

mentofadvancedgerm-celltumors.Cancer



奥村 ・ほか:睾 丸未熟型奇形腫 ・成熟型奇形腫

47:2228～2231,1981

24)SamsonMK,FisherR,StephensRL,Rivkin

Sr,OpipariM,MaloneyTandGroppeCW:

Vinb正astine,bleomycinandc五s-di律mmincdi・

chloroplatinumindissem三natedtest五cular

689

cancer:responcetotreatmcntandprognostic

correlations.EuroP

I366,1980

.IGancer16=1359～

(1983年lI月29日 受 付)




